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研究成果の概要（和文）：　本研究では、アクセシブルな電子書籍の製作と提供をめぐる国内外の動向を把握し
たうえで、日本国内においてアクセシブルな電子書籍を安定的に製作・提供し得るプロセスを検討し、アクセシ
ブルな電子書籍の普及に向けての提案を行うことを目的とした。具体的には、（1）アクセシブルな電子書籍の
製作・提供をめぐる国内外の動向を調査し、参考となる情報・事例の収集、（2）出版・図書館・利用者の三者
で共同し、アクセシブルな電子書籍を安定的に製作・提供し得るプロセスの検討、（3）出版・図書館・利用者
の三者で、アクセシブルな電子書籍の普及に向けてのあり方の考察・提案を行った。

研究成果の概要（英文）：The contents of this study are as follows. (1) Grasp domestic and overseas 
trends on the production and provision of accessible e-books. (2) Consideration of processes that 
can stably produce and provide accessible e-books in Japan. (3)Proposals for the spread of 
accessible e-books.

研究分野： 図書館情報学

キーワード： 電子書籍　アクセシビリティ

  ４版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 “紙に印刷された活字資料の読書に何らか
のバリアを感じている人”、すなわち、プリ
ントディスアビリティ（以下、PD とする）
のある人にとって、電子書籍への期待は大き
い。音声読み上げや文字の拡大、文字と地の
反転（白黒反転）などが自由にでき、読書の
幅が格段に広がるとの期待からである。また、
公共図書館でも、電子書籍に期待する機能と
しては、検索機能（60％）やマルチメディア
機能（56％）よりも、文字の拡大機能（76％）
や音声読み上げ機能（73％）といったアクセ
シビリティ機能のほうが上位となっている
（電子出版制作・流通協議会、2013 年）。 
 しかしながら、現在市場流通している電子
書籍はアクセシビリティ機能が利用できな
いものも少なくなく、また、そもそも PD の
ある人には、どの電子書籍がアクセシブルな
ものなのかさえ把握しにくい現状にある。 
もちろん、ボランティアベースでテキスト

DAISYやマルチメディアDAISYも製作され
ているが、製作にかかる工程、時間、コスト
パフォーマンスの観点から、出版社による商
業出版は今のところ皆無である。 
 
２．研究の目的 
そこで、本研究では、アクセシブルな電子

書籍の製作・提供をめぐる国内外の動向を把
握したうえで、日本国内においてアクセシブ
ルな電子書籍を安定的に製作・提供し得るプ
ロセスを検討し、アクセシブルな電子書籍の
普及に向けての提案を行うことを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、平成 26 年度から平成 28 年度

までの 3 か年を研究期間として設定し、各年
度においては、主に以下の内容の研究に取り
組んだ。 
（1）アクセシブルな電子書籍の製作・提供
をめぐる国内外の動向を調査し、参考となる
情報・事例を収集する（平成 26 年度）。 
（2）出版・図書館・利用者の三者で共同し、
アクセシブルな電子書籍を安定的に製作・提
供し得るプロセスを検討する（平成 27年度）。 
（3）出版・図書館・利用者の三者で、アク
セシブルな電子書籍の普及に向けてのあり
方を考察・提案する（平成 28 年度）。 
以上の（1）～（3）は、本報告の次節の（1）

～（3）に対応している。研究方法について
は、各々のなかで述べる。 
 
４．研究成果 

（1）電子書籍のアクセシビリティをめぐる

現状（平成 26 年度の研究成果） 
 まず、電子書籍のアクセシビリティに関し
て、アメリカ・イギリス以外の国々（特にヨ
ーロッパ）の動向も含めて把握、考察するた
めに、ドイツで 2014 年 10 月 8 日から 12 日

まで開催された「フランクフルト・ブックフ
ェア 2014」をフィールドとして出展出版社
などを対象にヒアリング調査を実施した。そ
の結果、ドイツやフランス等において、電子
書籍のアクセシビリティは、これからという
状況であった。とりわけドイツにおいては、
オーディオブック市場がすでに形成されて
いることと、ドイツ語の音声合成エンジンが
まだ低品質であることが理由である。 
 次に、日本国内の動向として、①日本国内
で出版・流通している電子書籍コンテンツ、
②電子書籍利用のための端末、③公共図書館
で電子書籍を提供するためのシステム、それ
ぞれのアクセシビリティの現状を探った。 
①については、TTS（音声合成）で読み上

げるにはリフロー型電子書籍であることが
望ましいが、現状では画像系のフィックス型
電子書籍のほうが多い。アクセシビリティの
観点からは、リフロー型電子書籍を増やして
いくことが欠かせない。 
②については、視覚障害のある当事者に協

力していただき、実際にタブレット型端末や
スマートフォンなどの汎用端末を操作して
もらい、そのアクセシビリティの状況を検証
した。その結果、操作性は端末（およびその
OS）ごとに異なっており、その標準化が求め
られること、日本語 TTS の音質、とりわけ
聞きやすさの向上が求められることなどが
明らかとなった。 
③については、公共図書館向けに電子書籍

貸出サービス用のシステムを提供している
主要ベンダー4 社の担当者にヒアリング調査
を行い、システムのアクセシビリティの状況
を把握・整理した。4 社のシステムとも、ア
クセシビリティ機能の確保と向上は、これか
らの課題という段階にあることが分かった。 
 
（2）アクセシブルな電子書籍製作プロセス

の検討：可能性と課題（平成 27 年度の研究

成果） 
アクセシブルな電子書籍の製作環境（製作

支援ツールなど）は、だいぶ整備されつつあ
る。しかしながら、アクセシブルな電子書籍
のタイトル数の拡大と普及はなかなか進ま
ない。その大きな要因として指摘されるのが、
製作のハードルの高さ（工程、コスト、時間
など）である。従前よりも容易に製作できる
方法が見出され、ハードルを下げることがで
きれば、出版社による商業出版ベースにおい
ても、図書館や音訳者によるボランティアベ
ースにおいても、アクセシブルな電子書籍の
タイトル数の拡大と普及に資する可能性は
高い。 
 そこで、既存の製作ツールのうち、以下の
3 つのツールを事例として用い、アクセシブ
ルな電子書籍を実際に製作してみて、その可
能性と課題を探った。 
① 出 版 界 に お い て 広 く 普 及 し て い る
「InDesign」（アドビシステムズ株式会社）



などの DTP ソフト 
②アクセシブルな電子書籍の製作に特化し
て近年開発された「PLEXTALKProducer」
（シナノケンシ株式会社） 
③同じく「DaisyRings™」（株式会社東芝） 
その結果、3 つのツールとも、アクセシブ

ルな電子書籍は製作できるが、誰でも（商業
出版ベースでも、ボランティアベースでも）
が容易に製作できるという状況にまではな
っておらず、課題も明確となった。 
まず、一般に普及している DTP ソフトを

用いての音声読み上げ対応の電子書籍製作
には、それなりのノウハウが必要なことがわ
かった。アクセシブルな電子書籍の製作ツー
ルとしてはハードルが高いと思われる。 
ま た 、 PLEXTALK Produce や

DaisyRings™を用いて、テキスト DAISY や
マルチメディア DAISY を製作した。一定の
品質を担保することはできたものの、機能の
充実や、一般への流通などが課題となるだろ
う。 
 
（3）アクセシブルな電子書籍の普及に向け

て（平成 28 年度の研究成果） 
（1）と（2）、また、電子書籍をめぐる新

たな動向をふまえて、出版・図書館・利用者
の三者の立場で本研究に協力していただい
た研究協力者を交えてディスカッションを
しながら、アクセシブルな電子書籍の普及に
向けてのあり方を考察した。 
 出版界にしても、図書館にしても、アクセ
シブルな電子書籍を安定的に製作し、提供し
ていくためには、制度、技術、経済、意識な
どさまざまな面でまだ多くの課題が残され
ている。現状では、アクセシブルな電子書籍
の製作と提供は行われているものの、安定的
に製作され、広く提供されるまでには至って
いない。ただし、その実現に向けての見通し
が本研究によって展望できたのではないか
と考えている。また、アクセシブルな電子書
籍の安定的な製作と提供は、出版界だけの取
り組みで成されるわけではない。そのことは
図書館界においても、同様である。やはり、
出版・図書館・利用者の三者がともに議論し、
協同して取り組んでいかなければならない
だろう。 
 障害者の合理的配慮を行政機関等に義務
化し、そのための基礎的環境整備も規定し
た障害者差別解消法が 2016 年 4 月に施行
されたことを契機として、アクセシブルな
電子書籍の製作と提供への関心が高まり、
議論が盛り上がり、それを原動力として、
さまざまな課題の解決に結実していくこと
を、本研究に取り組んだ研究者一同、期待
してやまない。 
 なお、平成 29 年 3 月 18 日（土）には、
専修大学神田校舎にて公開の成果報告会を
開催し、50 名近い方に参加いただいた。76
ページに及ぶ詳細な研究成果報告書を作成

し、当日の参加者に頒布した。この報告書
は、今後、専修大学の機関リポジトリにて
公開する予定である。 
 
（4）残された課題 
上述した（2）においては、安定的に製作・

提供し得るプロセスを検討し、実現可能なモ
デルを提示することも当初は考えていたも
のの、残念ながら、今回の研究においてはそ
こまで示すことがかなわなかった。アクセシ
ブルな電子書籍を製作・提供し得るツールが
複数存在し、そのプロセスもすでに確立して
いるのだが、市場流通可能な電子書籍まで含
めての「安定的」な製作・提供となると、現
状ではまだハードルが高いと言わざるを得
ない。とはいえ、今後、モデルを提示できる
よう、引き続き、実証的に研究を進めていき
たい。 
また、（3）においても、出版・図書館・利

用者の三者にとって、実務的で実用的なアク
セシブルな電子書籍の製作、提供、利用のマ
ニュアル（ハンドブック）の作成と公開を当
初はねらっていたものの、そこまでは示せな
かった。代わりに、利用という側面に特化し
てしまったが、利用者（PD のある当事者）
参 加 型 の ウ ェ ブ サ イ ト 「 A-apps 」
（http://www.j-archives.net/aapps）を構築、
公開することができた。  
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